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	ホクコー側条オリゼメートリディア顆粒水和剤
	■種 類 名：フルピリミン・プロベナゾール水和剤
	■有効成分：フルピリミン 4.0%
	プロベナゾール 48.0%
	■化管法指定物質：プロベナゾール［第１種］ 48.0%
	■登録番号：第24594号
	■毒    性：普通物(毒劇物に該当しないものを指していう通称)
	■登録初年：2022.01.12
	■性    状：淡褐色水和性細粒
	■有効年限：３年
	■包    装：500g×20袋
	【特長】
	 田植時の側条施肥と同時に、ペースト状肥料に混和するタイプの殺虫殺菌剤で、いもち病、イネミズゾウムシに効果を示す。
	 省力的な田植同時処理で、本田防除と同等の優れた効果が期待できる。
	 土壌中に施用するので、周辺環境に対する影響が少ない。
	【適用内容】（2023年10月末日現在）
	【効果・薬害等の注意】
	【安全使用上の注意】

	プロベナゾールを含む農薬の
	フルピリミンを
	作物名
	本剤の
	含む農薬の
	使用方法
	使用時期
	使用量
	適用病害虫名
	使用回数
	総使用回数
	総使用回数
	３回以内
	（直播でのは種時又は移植時までの処理は１回以内、本田では２回以内）
	ペースト肥料に混合し側条施肥田植機で施用する。
	２回以内
	いもち病
	（移植時までの処理は１回以内）
	１回
	移植時
	500g/10a
	稲
	イネミズゾウムシ

